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こ
の
度
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
私
で
あ
り
ま
す
が
、
全
身
全
霊
を
か
け
住

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
じ
て
ま
い
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、度
重
な
る
台
風
が
来
襲
し
、町
内
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
様

な
防
災
減
災
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
震
に
よ
る
津
波
対
策
は
も
と
よ

り
、
い
ま
国
で
は
向
こ
う
三
年
間
で
数
兆
円
規
模
の
国
土
強
靭
化
に
む

け
て
の
、
財
政
措
置
が
は
か
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
捉
え
、
治
水
対
策
や
砂
防
、
急
傾
斜
地
対
策
を
よ
り
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
ま

す
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
波
は
、
わ
が
町
に
も
押
し
寄
せ
て
お
り
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
へ
の
対
策
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
直
面
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
執
行
機
関
に
提
案
し
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
、
よ
り
一
層
の
ひ
ら
か

れ
た
議
会
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　このたび副議長という大役を拝命し、その責務の重大さ
にややもすれば身も震える思いがいたします。
　申すまでもなく、議会は二元代表制の一翼を担っており、
町長をはじめとする当局とは一定の距離感や緊張感を持っ
た関係が求められます。しかしその一方、議長・副議長と
しては、町当局と相互に理解しあい、かつ適切に協力し合
うことも求められます。こうした微妙な立ち位置は決して
易しいものではありませんが、議長をお支えしながら、課
せられた責務を全うすべく誠実に努めていきたいと考えま
す。どうかよろしくお願いいたします。

議長を支えながら、課せられた
責務を全うすべく誠実に努めていきたい

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
を

認
識
し
、
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
へ

下村 勤 議長

玉井 伸幸 副議長

●議会運営委員会
◆委 員 長　　　竹本 栄次
◆副委員長　　　池田 三千留
◆委　　員　　　天野 仁
　　　　　　　　井口 雅裕
　　　　　　　　真造 賢二
　　　　　　　　丸山 幸雄

就任のご挨拶
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●田辺周辺広域市町村圏組合
　♦下村 勤　　玉井 伸幸
●紀南環境広域施設組合
　♦下村 勤　　玉井 伸幸
●公立紀南病院組合
　♦下村 勤　　玉井 伸幸

●日高広域消防事務組合
　♦丸山 幸雄
●監査委員
　◆原田 覚

●和歌山県後期高齢者医療広域連合
　♦下村 勤
●田辺市周辺衛生施設組合
　♦真造 賢二　　井口 雅裕　　出口 晴夫
●御坊日高老人福祉施設組合
　♦天野 仁

議 会
新体制でスタート！
●産業建設常任委員会

◆委 員 長　　　真造 賢二
◆副委員長　　　井口 雅裕
◆委　　員　　　北谷 清治
　　　　　　　　下村 勤
　　　　　　　　谷本 吉弘
　　　　　　　　出口 晴夫
　　　　　　　　宮﨑 繁幸

●総務文教常任委員会
◆委 員 長　　　天野 仁
◆副委員長　　　丸山 幸雄
◆委　　員　　　池田 三千留
　　　　　　　　竹本 栄次
　　　　　　　　玉井 伸幸
　　　　　　　　永井 幸喜
　　　　　　　　原田 覚

●議会広報特別委員会
◆委 員 長　　　池田 三千留
◆副委員長　　　出口 晴夫
◆委　　員　　　天野 仁
　　　　　　　　谷本 吉弘
　　　　　　　　丸山 幸雄
　　　　　　　　宮﨑 繁幸

その他　監査委員・各種団体の委員等
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１２月定例議会のあらまし

　

12
月
定
例
会
が
12
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
は
、
ま
ず
小
谷
町
長
が
開
会
に
先
立
ち
施
政
報
告
を
行
い
、
今
年

は
全
国
的
に
地
震
や
台
風
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
防
災
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
年
で
あ
っ
た
事
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
町
と
し
て
も
台
風
被
害
の

対
策
と
し
て
今
議
会
に
補
正
予
算
を
上
程
し
、
早
期
の
普
及
を
行
い
た
い
と
述
べ

た
。
更
に
、
世
界
農
業
遺
産
「
梅
シ
ス
テ
ム
」、
梅
の
消
費
拡
大
対
策
の
実
績
を

説
明
し
た
後
、「
こ
ど
も
園
の
新
設
で
基
本
方
針
を
町
民
の
皆
様
へ
示
し
た
事
に

も
触
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
作

り
た
い
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
な
ど
主
要
事
務
組
合
の
選

挙
を
実
施
し
た
後
、
監
査
委
員
の
選
任
、
さ
ら
に
小
谷
町
長
よ
り
今
回
提
案
さ
れ

た
各
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
た
。

　

第
２
日
目
に
は
一
般
質
問
を
行
い
、
７
議
員
が
登
壇
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
や
借
地
問
題
、
土
砂
災
害
区
域
の
設
定
問
題
、
水
道
管
の
耐
震
化
・
水
道
料

金
の
あ
り
方
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
対
策
、
防
災
訓
練
な
ど
の
状
況
を
と
り

あ
げ
、
町
政
を
た
だ
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、議
員
発
議
の
「
み
な
べ
町
手
話
言
語
条
例
」
の
制
定
に
続
い
て
、

「
職
員
の
育
児
休
業
等
」「
職
員
の
給
与
」「
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
町
税

の
特
例
」
等
の
各
条
例
の
一
部
を
改
正
に
関
す
る
議
案
、「
国
民
宿
舎
の
指
定
管

理
者
」
の
指
定
、町
が
所
有
す
る
住
宅
関
連
の
貸
付
金
に
関
す
る
「
権
利
の
放
棄
」、

さ
ら
に
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
関
す
る
補
正
予
算
案
等
が
担
当
課
長
等
よ
り
説

明
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
11
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
議
員
派
遣
、
各
委
員
会
で
の
事
務
調
査
を
許
可
し
て
、
閉
会

し
た
。

提
案
さ
れ
た
11
議
案
を
原
案
通
り
可
決
！

職員の給与等の一部改正
●給与表の改正
国等の人事院勧告で民間企業との
差を調整するため
●職員の職務等級表の改正
組織の職務　明確化で効率的な管
理を行うために６等級から７等級
制に変更

職員の育児休業等の一部改正
時代の流れに合わせて、その内容を、
その都度見直されています。今回も国
等の指導により、育児短時間勤務等の
内容を一部改正するものです。

条例一部改正の
　　　　　目的と内容

一般会計補正予算一般会計補正予算

台風２０・２１号被害対策を中
心に

台風２０・２１号被害対策を中
心に

４億８千８百万円を追加！
４億８千８百万円を追加！

農地７件、水路９件、道路１９件
、ため池１件、林道２件、漁港３

件など
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みなべ町が有する住宅新築貸付金及び住宅取得資金
貸付金に係る債権について、本人死亡や相続人の相
続放棄、自己破産、連帯保証人の時効援用等により
これ以上の回収が困難となった為。
放棄金額の半額は、県から補てんされる。

●制定に向けた経緯と条例の内容
◆ 4 年前の平成 26 年 9 月定例会において、手話言語法制定を求める意見書が全会一致で可決しそ

の後、意見書を国に提出
◆平成 29 年 10 月、一般社団法人和歌山県聴覚障害者協会の事務局長より、手話言語条例制定に

向けて町長に要望
◆平成２９年 12 月和歌山県議会において手話言語条例が制定
◆平成３０年１２月１４日の定例議会で条例案が可決

みなべ町手話言語条例
（目的）

第 1 条、この条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話の理解及び普及に関して基本
理念を定め、町の責務並び町民の役割を明らかにするとともに、町が実施する施策の基本事項を
定めることにより、全ての町民が、共生することができる地域社会を実現することを目的とする。

（基本理念）
第 2 条、手話の理解及び普及は、手話を必要とする人が手話により意思疎通を図る権利を有し

ており、その権利を尊重することを基本として行われなければならない。
（町の責務）

第 3 条、町は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）に則り、手話の理解及び普及を図
り、手話を必要とする人が手話を使用しやすい環境を整備するため、必要な施策を推進するもの
とする。

（町民の役割）
第 4 条、町民は基本理念に対する理解を深め、町が推進する施策に協力するように努めるもの

とする。
（施策の推進）

第 5 条、町は、次に掲げる施策を総合的かつ計画的に実施するものとする。
（1）手話の理解及び普及に関すること。
（2）手話による意思疎通や情報取得に関すること。
（3）手話通訳者の派遣等手話による意思疎通支援に関すること。

2、町は、前項各号に掲げる施策と町が別に定める障がい者の福祉に関する計画との整合性を図
るものとする。

（委任）
第 6 条、この条例の施行に関し、必要な事項は町長が別に定める。

附則。この条例は、「交付の日」を以て施行する。

「みなべ町手話言語条例」を制定

国民宿舎「紀州路みなべ」の
指定管理者は引き続き

「一般財団法人 みなべ町開発公社」に

指定期間は５年間

権利の放棄
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項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 4 億 8,873 万円

災害復旧費（農林水産施設）4 億 4,007 万円
台風被害対策支援補助金　3,700 万円
地方バス路線運行維持対策　125 万円
地域づくり基金積立金（住宅新築資金等貸付
金権利放棄 2 分の 1 分）　181 万円
町営住宅の修繕費不足分　250 万円

98 億 8,742 万円

特
別
会
計

後期高齢者医療 1,375 万円 広域連合への納付金 3 億 1,061 万円

介護保険 415 万円 介護サービス給付費、介護予防サービス給付
費の増額等

17 億 2,226 万円

公共下水道事業 36 万円 人事院勧告による職員給与改定等 4 億 7,773 万円

簡易水道事業 309 万円 再編推進事業（高城地区）　300 万円等 2 億 4,265 万円

水
道
事
業

収益的支出 11 万円 人事院勧告による職員給与改定等 1 億 4,510 万円

12 月議会の 補 正 予 算

▲撤去工事は、通行者、車両等への影響を最小限に抑
える為に深夜の工事で、今年の８月頃に撤去できるよ
うに調整中です。

老朽化により平成 30 年 2 月より使用を停止
していた「南部構内北一番踏切歩道橋」の撤
去作業に係る工事委託に関する「西日本旅客
鉄道（株）」との協定を承認しました。

台風等による荒波で被害を受けた南部漁港と
岩代漁港の復旧工事を実施します。

委託金額　９，８０８万８千円

平成３1 年
２月臨時議会の主な内容と結果

●工事費
南部漁港・・・・９，７９５万６千円
岩代漁港・・・・４，４７９万９千円

紀勢本線南部駅構内の北一番踏切歩道橋の撤去 南部漁港・岩代漁港の災害復旧工事

全会一致で
可決！

１２月定例議会のあらまし
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₁₀
月
５
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

₁₀
月
₁₁
日　

広
報
特
別
員
会

₁₀
月
₁₅
日　

広
報
特
別
委
員
会

₁₀
月
₁₉
日　

広
報
特
別
委
員
会

₁₀
月
₂₀
日
～
₂₁
日　

第
₄₇
回
板
橋
区
民

ま
つ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

︵
議
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長
︶

₁₀
月
₂₃
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員

協
議
会

₁₀
月
₂₆
日　

町
会
計
例
月
監
査

₁₀
月
₂₇
日　

上
富
田
町
政
施
行
₆₀
周
年

記
念
式
典
︵
議
長
︶

₁₀
月
₂₉
日　

平
成
₃₀
年
第
３
回
公
立
紀

南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

₁₀
月
₃₀
日　

県
へ
要
望
活
動

₁₀
月
₃₁
日　

臨
時
議
会

₁₁
月
４
日　

Ｊ
Ａ
清
川
集
出
荷
場
竣
工

式
︵
正
副
議
長
︶

₁₁
月
₉
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
平

成
₃₀
年
度
第
２
回
臨
時
総
会

₁₁
月
₁₃
日　

平
成
₃₀
年
度
委
員
長
・
副

委
員
長
研
修
会

₁₁
月
₁₆
日　

平
成
₃₀
年
度
田
辺
市
及
び

周
辺
町
議
会
議
員
研
修
会

₁₁
月
₁₇
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

最
終
処
分
場
起
工
式

₁₁
月
₂₀
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

例
月
検
査

₁₁
月
₂₁
日　

第
₆₂
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会

₁₁
月
₂₆
日　

平
成
₃₀
年
第
２
回
田
辺
市

周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

₁₁
月
₂₇
日　

公
立
紀
南
病
院
組
合
事
業

会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

₁₁
月
₂₈
日　

町
会
計
例
月
監
査

₁₁
月
₂₉
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

₁₂
月
３
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員

協
議
会

₁₂
月
５
日　

平
成
₃₀
年
第
３
回
日
高
広

域
消
防
事
務
組
合
議
会
定
例
会
、

平
成
₃₀
年
第
４
回
御
坊
日
高
老
人
福
祉

施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

₁₂
月
６
日
～
₁₄
日　

平
成
₃₀
年
第
４
回

み
な
べ
町
議
会
定
例
会

₁₂
月
₁₅
日　

平
成
₃₀
年
度
由
良
基
地
分

遣
隊
年
末
行
事
︵
正
副
議
長
︶

₁₂
月
₂₁
日　

町
会
計
例
月
監
査

₁₂
月
₂₅
日　

平
成
₃₀
年
第
３
回
田
辺
周

辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

₁₂
月
₂₇
日　

平
成
₃₀
年
第
４
回
公
立
紀

南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

１
月
４
日　

み
な
べ
町
役
場
仕
事
始
め

式
︵
議
長
︶、
成
人
式

１
月
５
日　

消
防
団
出
初
め
式

１
月
９
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

１
月
₁₁
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
平

成
₃₀
年
度
第
４
回
定
期
総
会

１
月
₂₁
日
～
₂₂
日　

田
辺
周
辺
広
域
市

町
村
圏
組
合
議
会
議
員
及
び
理
事
会
視

察
研
修

１
月
₂₃
日　

紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
結

成
式
︵
副
議
長
︶

１
月
₂₄
日　

平
成
₃₀
年
度「
要
望
活
動
」

︵
議
長
︶

１
月
₂₅
日　

町
会
計
例
月
監
査

１
月
₂₈
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

１
月
₃₀
日　

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長

会
臨
時
総
会
、
県
幹
部
と
の
意
見
交
換

会

宮
﨑
繫
幸
議
員

①
　
維
持
費
の
削
減
を
し
専
門
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
の
充
実
化

北
谷
清
治
議
員

①
　
土
砂
災
害
区
域
の
宅
地
の
規
制
に
つ
い
て

谷
本
吉
弘
議
員

①
　
借
地
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は

出
口
晴
夫
議
員

①
　
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
と

　
　
大
災
害
発
生
時
の
対
応
は

真
造
賢
二
議
員

①
　
森
林
行
政
（
森
林
環
境
譲
与
税
）
の

　
　
在
り
方
を
問
う

②
　
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
方
へ
の
支
援
を

玉
井
伸
幸
議
員

①
　
水
道
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は

池
田
三
千
留
議
員

①
　
災
害
時
ＯＢ
要
請
シ
ス
テ
ム
化
を

②
　
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は

町政を問う！
一　般　質　問

７議員が登壇

議
会
の
動
き
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宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

質
問　

屋
内
外
ス
ポ
ー
ツ
の
施

設
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
屋
内

外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
は

老
朽
化
の
進
ん
だ
武
道
館
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
サ
ッ

カ
ー
、
陸
上
と
い
う
専
門
グ
ラ

ン
ド
も
な
く
、
他
の
市
町
村
に

お
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
総
合
施
設

と
い
う
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。
資
金
面
、
土
地
の
取
得
等

で
み
な
べ
町
に
お
い
て
は
、
難

し
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
将
来

的
に
建
て
替
え
を
含
め
、移
転
、

又
は
総
合
施
設
の
構
想
は
あ
る

の
か
。

　

実
現
す
れ
ば
観
光
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
家
に
と
っ
て
も
、

魅
力
的
な
も
の
に
な
り
春
の
教

育
旅
行
や
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に

も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
子
供

達
に
と
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
の
人
間
形
成
や
技
術
向
上

に
も
つ
な
が
り
、
み
な
べ
町
に

お
い
て
地
域
の
活
性
化
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　

武
道
館
に
至
っ
て
は
、
海
岸

に
近
く
海
抜
５
メ
ー
ト
ル
と
聞

い
て
い
る
。
高
台
移
転
の
構
想

が
あ
る
み
な
べ
町
に
と
っ
て

は
、
是
が
非
で
も
、
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。
町
長
、
教
育
長
に
将
来
的

な
構
想
を
聞
い
て
み
た
い
。

教
育
長　

武
道
館
に
お
い
て

は
、
隣
に
商
工
会
館
や
公
民
館

も
あ
り
昭
和
55
年
に
複
合
施
設

と
し
て
建
て
ら
れ
、
避
難
場
所

と
し
て
の
重
要
な
施
設
と
考
え

る
。

　

平
成
25
年
に
耐
震
工
事
、
今

年
は
、
ニ
ー
ズ
に
よ
り
畳
か
ら

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
改
修
し
た
所

で
は
あ
る
が
、
質
問
に
あ
る
様

に
海
岸
線
が
近
く
、
津
波
被
害

を
考
え
る
と
、
対
策
を
講
じ
る

事
や
検
討
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
千
里
、
清
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
や
町
民
広
場
の
設
置
等
で

環
境
は
あ
る
程
度
は
整
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

町
民
や
青
少
年
が
ス
ポ
ー
ツ

に
生
き
が
い
を
感
じ
生
活
を
送

ら
れ
る
こ
と
は
我
々
の
願
い
で

も
あ
り
環
境
整
備
は
大
切
と
考

え
る
が
今
現
在
の
利
用
状
況
を

考
え
た
時
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
、
特
に
必
要
な
い
と
考

え
る
。
今
後
も
今
の
施
設
等
の

改
修
を
重
ね
、
町
民
の
方
々
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
勧
め
て
い

き
た
い
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
推

進
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
利

用
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
中
、
年
々
利
用
も

増
え
、千
里
球
場
に
お
い
て
は
、

温
暖
な
地
の
利
を
生
か
し
人
気

も
高
い
。
清
川
の
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
も
年
間
８
０
０
０
人
の
愛
好

者
も
来
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

状
況
の
中
、
費
用
対
効
果
や
用

地
等
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

再
質
問　

総
合
施
設
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
施

設
の
充
実
を
考
え
て
は
ど
う

か
。
施
設
の
維
持
費
と
し
て
約

３
２
０
０
万
円
と
い
う
予
算
が

あ
が
っ
て
い
る
が
必
要
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
残
し
借
地
に
な
っ
て

い
る
駐
車
場
の
返
却
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
売
却
、
先
ほ
ど
予
算
の

話
も
あ
っ
た
が
利
用
度
の
少
な

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
理
で
維
持
費

の
削
減
し
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

管
理
す
る
施
設
は
15

ヶ
所
、
貸
出
等
を
見
た
時
、
少

子
化
等
に
よ
り
利
用
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
施
設
の
再
編
成

と
考
え
る
が
細
部
で
検
討
が
必

要
。
教
育
財
産
か
ら
町
有
財
産

に
移
管
も
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。
借
地
駐
車
場
の
問
題
も

２
０
２
０
年
3
月
末
の
契
約
と

な
っ
て
お
り
地
域
の
皆
様
と
話

し
合
い
な
が
ら
考
え
て
行
き
た

い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
高
台
移
転

も
安
全
性
を
考
え
た
上
、
我
々

と
し
て
も
検
討
し
た
い
と
思

う
。
広
域
的
に
近
隣
施
設
と
合

わ
せ
て
教
育
委
員
会
が
主
体
性

を
持
っ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

維
持
費
の
削
減
を
し
専
門
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

充
実
化

答
弁　

近
隣
施
設
の
状
況
を
考
え
、
高
台
移
転
も

検
討

教　育

共和グラウンド駐車場
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北
きた

谷
だに

清
せい

治
じ

 議員

質
問　

町
内
地
域
ご
と
に
土
砂

災
害
区
域
の
調
査
が
行
わ
れ
て

お
り
、
す
で
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。そ
の
マ
ッ
プ
に
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
と
設
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

町
民
に
対
し
て
土
砂
災
害
に
対

す
る
警
戒
を
促
す
う
え
で
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
思
う
反
面
、
こ
の
規

制
に
よ
り
山
間
地
の
多
い
町
内

で
、
今
現
在
の
家
を
解
体
し
そ

の
跡
地
に
新
築
で
き
な
い
問
題

が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
の
御
見
解
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長　

通
称
土
砂
災
害
防
止
法

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
法
律
の

目
的
は
、
土
砂
災
害
か
ら
人
命

を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
危
険

箇
所
で
宅
地
の
抑
制
、
既
存
住

宅
の
移
転
促
進
等
の
ソ
フ
ト
対

策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
町
内
に
お
い

て
も
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

５
３
１
ヶ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

特
別
警
戒
区
域
が
５
０
６
ヶ
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
に
提

出
し
た
区
域
指
定
の
町
の
意
見

と
し
て
は

①　

砂
防
施
設
整
備
の
た
め
の

砂
防
関
連
予
算
の
確
保
。

②　

特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解

除
に
向
け
た
工
事
の
強
化
。

③　

特
別
警
戒
区
域
内
に
お
い

て
、
新
築
や
増
改
築
に
伴
う
安

全
対
策
の
個
人
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
の
新
た
な
支
援
。

④　

土
砂
災
害
区
域
が
過
疎
地

域
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
。

　

こ
の
４
点
を
県
に
対
し
て
、

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

再
質
問　

１
つ
の
救
い
と
し
て

国
の
事
業
で
あ
る
急
傾
斜
事
業

で
の
土
砂
止
め
の
構
造
物
が
で

き
て
い
れ
ば
規
制
か
ら
は
ず
れ

る
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
は

条
件
が
あ
り
、
山
間
地
ほ
ど
そ

の
条
件
に
合
わ
な
い
所
が
多

く
、
こ
の
条
件
の
緩
和
も
含
め

県
、
国
に
対
し
働
き
か
け
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
利
用
さ
れ

て
い
な
い
、
今
後
も
予
定
の
な

い
町
有
地
を
宅
地
と
し
て
の
払

い
下
げ
も
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
長　

町
と
し
ま
し
て
も
国
、

県
に
対
し
採
択
要
件
の
緩
和
に

向
け
、
な
お
一
層
の
働
き
掛
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
町
有
地
の
払
い

下
げ
の
件
で
す
が
、
個
々
の
調

査
を
行
い
、
売
却
で
き
る
も
の

は
売
却
し
、
若
者
が
町
内
に
定

住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
に
は
町
有
の
広
場
が

あ
り
、
宅
地
化
に
は
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
相
談
も
必
要
で
あ
り

ま
す
が
、
検
討
の
余
地
は
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
者

が
み
な
べ
町
に
残
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
制
度
に
向
け
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

土
砂
災
害
区
域
の
宅
地
の
規
制
に
つ
い
て

答
弁　

土
砂
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
た
め

宅地問題
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谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員

質
問　

１
点
目
、
役
場
駐
車
場

用
地
の
賃
貸
料
の
調
停
に
つ
い

て
、
賃
貸
料
以
外
の
契
約
内
容

は
い
つ
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ

る
の
か
。
契
約
期
間
は
。
契
約

内
容
の
見
直
し
は
。

　

２
点
目
、
２
０
２
０
年
3
月

31
日
に
契
約
が
切
れ
る
借
地
へ

の
対
応
は
。
旧
南
部
川
村
の
頃

に
一
反
50
万
で
借
り
て
い
た
も

の
が
、
土
地
の
評
価
額
で
算
出

さ
れ
た
金
額
で
再
契
約
さ
れ
、

必
要
性
の
議
論
が
な
い
ま
ま
借

地
契
約
に
至
っ
て
い
ま
す
。
必

要
で
あ
れ
ば
買
い
取
り
、
無
け

れ
ば
返
す
良
い
機
会
で
は
な
い

か
。

　

３
点
目
、
固
定
資
産
税
は
土

地
の
所
有
者
が
支
払
う
も
の
で

す
か
ら
、
内
税
が
本
来
の
姿
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

４
点
目
、
こ
れ
ら
の
借
地
の

契
約
は
各
課
が
個
別
に
行
な
っ

て
い
る
た
め
、
契
約
内
容
が
統

一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
契
約
期

間
が
20
年
、
10
年
、
5
年
と
ば

ら
ば
ら
で
、
平
成
22
年
当
時
の

評
価
額
で
再
契
約
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
契
約
終
了
後
の

扱
い
も
ば
ら
ば
ら
で
す
。

　

今
回
の
契
約
終
了
を
機
会
と

捉
え
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

役
場
駐
車
場
用
地
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
る
契
約
期
間
中
の
見

直
し
条
件
お
よ
び
基
準
を
、
法

律
に
基
づ
き
調
停
の
段
階
で
申

し
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

旧
南
部
川
村
の
借
地
は
、
新

町
に
な
っ
て
か
ら
の
契
約
時
に

物
件
自
体
が
必
要
か
ど
う
か
の

検
討
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

契
約
終
了
時
に
売
却
、
代
替
地

と
の
交
換
、
返
却
等
を
各
課
に

よ
り
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

借
地
の
ま
ま
長
年
続
い
て
い
る

状
況
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
借
地
契
約
を
締
結
す

る
際
に
は
内
容
を
整
理
し
て
統

一
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
こ
れ
ら
の

借
地
に
つ
い
て
売
却
、
代
替
地

と
の
交
換
、 

返
却
の
決
定
を
し

て
借
地
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問　

民
間
の
場
合
の
借
地

契
約
は
、 

数
年
に
一
度
賃
貸
料

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
間
で
は
、「
町
に
は

売
る
よ
り
貸
す
方
が
得
」
と
さ

さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
言

わ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、

適
正
な
賃
貸
料
を
も
っ
て
契
約

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
契
約
の
多
く
は
、

「
著
し
い
土
地
の
価
格
変
動
が

あ
っ
た
場
合
は
賃
貸
料
を
見
直

す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
に
、
評
価
額
が
上
が
れ

ば
賃
貸
料
を
上
げ
る
契
約
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
賃
貸
料
が
上
が
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
下
が
る
こ
と
の
な
い

契
約
で
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
契
約
だ
け
は
や
め
る
べ
き
。

町
長　

評
価
額
が
下
が
れ
ば
賃

貸
料
も
下
が
っ
て
い
く
、
一
般

的
に
は
そ
う
で
す
が
、
利
用
頻

度
、
有
効
利
用
の
部
分
も
踏
ま

え
て
算
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

賃
貸
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
他
町
村
の
状
況
、
法
的
根

拠
を
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問　

賃
貸
料
は
町
民
の

税
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
説
明
責
任
を
果
た
せ

る
よ
う
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　

10
年
契
約
で
あ
れ
ば
ま
た
10

年
後
に
、
同
じ
質
問
が
出
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
も
行

政
改
革
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す

の
で
十
分
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

次
回
の
更
新
時
に
は
算

出
根
拠
の
わ
か
る
書
類
を
残
し

て
お
き
、
税
の
使
い
道
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

借
地
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は

答
弁　

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
税
の
使
い
道
を
明
ら

か
に

管　財

介護予防センター
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出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質
問　

い
ま
、
国
民
の
水
道
事

業
へ
の
関
心
が
一
段
と
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
急
速
に
進

む
人
口
の
減
少
か
ら
、
自
治
体

の
中
に
は
老
朽
化
し
た
水
道
施

設
の
更
新
な
ど
に
費
用
が
か
さ

み
、
将
来
水
道
料
金
を
引
き
上

げ
な
け
れ
ば
、
経
営
が
成
り
立

た
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
町

が
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
計
画
し
て

い
る
、
再
来
年
度
を
目
標
に
し

た
上
水
道
の
一
本
化
が
で
き
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
各

水
道
施
設
の
耐
震
化
の
進
捗
状

況
、
そ
れ
か
ら
今
の
職
員
体
制

で
大
災
害
の
発
生
時
の
対
応

や
、
今
後
の
水
道
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

ま
た
最
後
に
、
安
全
な
水
の
供

給
が
で
き
て
い
る
の
か
、
ま
ず

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

上
水
道
の
一
本
化
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
事
業

費
約
6
億
円
、
平
成
31
年
度
末

の
完
了
予
定
を
考
え
て
い
ま

す
。
次
に
、
大
規
模
災
害
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
水
道
関
係

の
資
材
、
薬
剤
等
に
つ
い
て
、

日
本
水
道
協
会
和
歌
山
県
支
部

を
通
じ
て
各
市
町
村
の
応
援
体

制
、
資
材
等
の
保
有
状
況
を
共

有
し
て
お
り
、
協
会
を
経
て
迅

速
対
応
が
で
き
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
水
道
施

設
の
耐
震
化
と
職
員
の
配
置
体

制
や
水
質
の
状
況
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
担
当
課
長
の
方
か
ら

答
弁
を
さ
せ
ま
す
。

生
活
環
境
課
長　

　

水
道
管
に
つ
い
て
は
、
簡
易

水
道
を
合
わ
せ
て
総
延
長
約

19
万
メ
ー
タ
ー
あ
り
、
町
全
体

で
耐
震
率
は
９
．
９
４
％
で
、

40
年
を
超
え
た
管
路
に
つ
い
て

は
２
８
．
９
％
あ
り
ま
す
。
次

に
、現
在
稼
動
し
て
い
る
取
水
、

上
水
、
送
水
、
配
水
管
、
各
建

物
は
、
旧
町
旧
村
合
わ
せ
ま
す

と
33
ヶ
所
あ
り
ま
す
。こ
の
内
、

3
ヶ
所
が
耐
震
化
は
で
き
て
お

り
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
対

応
は
、
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
体
制

に
よ
っ
て
生
活
環
境
課
で
は
警

戒
体
制
で
7
名
の
職
員
が
残
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次

に
、
水
道
の
水
質
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
か
ら
定
め
ら
れ
た
基

準
に
基
づ
き
毎
日
検
査
し
、
い

ず
れ
も
適
正
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。将

来
を
見
据
え
て
水
道
料

金
の
見
直
し
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

作
成
が
重
要
で
は

再
質
問　

町
の
水
道
会
計
の
営

業
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
全

国
平
均
と
の
比
較
で
は
良
好
な

運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
今
後
、
給
水
人
口
が
ま
す
ま

す
減
っ
て
い
く
と
い
う
中
で
当

然
、
現
行
の
水
道
料
金
在
り
方

を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
巨

大
地
震
に
対
す
る
備
え
の
準
備

も
重
要
で
す
。
全
国
的
に
事
業

継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
作
成

が
不
可
欠
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
の
対
応
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

町
長　

人
口
減
少
に
よ
る
収
入

の
減
少
、
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た

水
道
管
の
更
新
時
期
、
ま
た
耐

震
化
に
向
け
て
の
巨
額
費
用
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
簡
単
な
パ
ン
フ
を
作
成
・

利
用
し
な
が
ら
、
町
民
の
方
々

に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
未
来
に
向
け
て
、
み

な
べ
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

水
道
施
設
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
と
大
災

害
発
生
時
の
対
応
は

答
弁　

水
道
管
の
耐
震
化
率
は
町
全
体
で
９．９
％
、

施
設
の
耐
震
化
は
３
ヶ
所
の
み

水　道
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

質
問　

森
林
環
境
税
は
平
成
36

年
度
か
ら
の
徴
収
（
全
納
税
者

か
ら
１
０
０
０
円
）
予
定
。
徴

収
に
先
行
し
て
来
年
度
か
ら
譲

与
税
と
し
て
６
４
０
万
円
が
町

に
分
配
さ
れ
る
。
額
は
徐
々
に

増
え
、
45
年
度
以
降
は
満
額
の

２
３
０
０
万
円
が
町
に
入
る
。

　

町
は
こ
れ
を
ど
う
活
用
し
て

森
林
管
理
を
し
て
い
く
の
か
。

林
野
庁
は
そ
の
責
任
を
県
、
市

町
村
に
求
め
て
い
る
が
。

　

ま
た
、
そ
の
使
途
も
含
め
た

森
林
管
理
は
従
来
通
り
み
な
べ

川
森
林
組
合
に
委
託
す
る
の

か
。

町
長　

譲
与
税
を
原
資
に
森
林

所
有
者
の
意
向
調
査
を
実
施

し
、
所
有
者
に
適
切
な
管
理
を

促
し
、責
務
を
明
確
に
し
ま
す
。

自
ら
が
管
理
で
き
な
い
場
合
、

経
済
林
に
つ
い
て
は
林
業
経
営

者
に
再
委
託
し
、
非
経
済
林
は

町
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

森
林
管
理
に
つ
い
て
は
精
通

さ
れ
た
み
な
べ
川
森
林
組
合
が

適
任
者
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
こ
の
件
に
対
す
る
考
え
、
受

託
体
制
づ
く
り
も
あ
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
十
分
に
協
議
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
譲
与
税
が
入
る
分
、

交
付
税
が
減
額
さ
れ
、
実
質

１
７
０
万
円
の
増
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
６
４
０
万
円
の
森
林

管
理
費
を
確
保
す
る
た
め
に
ど

こ
か
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

再
質
問　

森
林
管
理
の
全
責
任

は
町
に
あ
る
は
ず
。
そ
の
唯
一

の
委
託
先
で
あ
る
森
林
組
合
が

存
続
の
危
機
に
あ
り
、
新
規
職

員
の
採
用
は
急
務
。
な
ら
ば
町

が
特
別
職
員
を
採
用
し
、
森
林

組
合
に
出
向
さ
せ
て
は
ど
う

か
。
町
が
安
定
収
入
を
保
証
す

れ
ば
有
能
な
人
材
を
確
保
で
き

る
が
。

　

使
途
に
つ
い
て
民
家
に
隣
接

し
た
植
林
の
適
切
管
理
が
最
優

先
、
経
済
林
も
従
来
通
り
の
管

理
が
必
要
。
特
に
将
来
何
の
役

に
も
立
た
な
い
放
置
人
工
林
の

天
然
林
へ
の
再
生
の
事
業
化
を

提
案
す
る
。
山
崩
れ
、
河
川
へ

の
土
砂
の
堆
積
、
水
資
源
の
枯

渇
、
鳥
獣
害
被
害
、
花
粉
症
等

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

対
策
に
莫
大
な
費
用
を
投
入
し

な
が
ら
抜
本
的
な
解
決
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
今
こ
そ
不
幸

な
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
べ
き

で
は
。

町
長　

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
森
林
組
合
へ
職

員
の
出
向
は
一
考
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
組
合
と
相
談

し
つ
つ
、
法
的
な
面
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

放
置
人
工
林
に
つ
い
て
は
防

質
問　

様
々
な
理
由
で
ゴ
ミ
出

し
に
困
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
近
所
の
方
や
家

族
に
手
伝
っ
て
貰
え
な
い
方
に

と
っ
て
は
切
実
な
問
題
で
す
。

白
浜
町
の
よ
う
な
支
援
を
。

町
長　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、

災
、
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
も
適

切
に
管
理
し
、
広
葉
樹
の
天
然

林
や
針
広
混
合
林
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら

そ
う
い
う
取
組
も
し
て
い
ま

す
。

再
々
質
問　

世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
町
の
責
任
と
し
て

も
、
天
然
林
へ
再
生
の
ウ
エ
ー

ブ
を
起
こ
し
て
頂
き
た
い
。
そ

の
取
組
に
全
国
か
ら
人
的
、
金

銭
的
な
支
援
も
得
ら
れ
る
は

ず
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
応
援

も
。

町
長　

放
置
人
工
林
を
天
然
林

へ
と
の
思
い
は
同
じ
で
す
。
た

だ
個
人
の
所
有
で
す
か
ら
、
そ

の
同
意
を
得
ら
れ
る
か
が
課
題

で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
有
用

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
方
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
予
想
で
き
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
形
で
支
援
し
て
い
く

の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
関
係

各
位
と
相
談
し
つ
つ
、
前
向
き

に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

質
問　

森
林
行
政
（
森
林
環
境
譲
与
税
）
の
在
り

方
を
問
う

答
弁　

森
林
組
合
へ
の
職
員
出
向
は
一
考
の
余
地

が
あ
る

森　林

質
問　

ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
方
へ
の
支
援
を

答
弁　

支
援
方
法
を
前
向
き
に
検
討

生活
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玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

質
問　

み
な
べ
町
の
水
道
事
業

の
現
状
を
確
認
し
た
い
。

①
水
道
事
業
の
運
営
は
、
会
計

上
健
全
に
な
さ
れ
て
き
た
か
。

②
当
町
の
水
道
料
金
は
安
い
と

聞
く
が
、
ど
れ
ほ
ど
か
。

③
水
道
基
金
の
残
高
は
ど
れ
ほ

ど
か
。

生
活
環
境
課
長

①
決
算
上
、
合
併
以
降
、
上
水

道
で
は
平
成
24
年
度
を
除
き
黒

字
で
そ
の
平
均
は
２
９
７
０
万

円
、
簡
易
水
道
で
は
平
均
１
０

７
０
万
円
の
黒
字
。

②
水
道
料
金
は
当
町
は
１
６
６

４
円
で
、
県
内
の
簡
易
水
道
を

除
く
23
市
町
で
２
番
目
に
低

い
。

③
基
金
残
高
は
平
成
29
年
末
で

３
億
１
８
８
３
万
円
、
平
成

23
、
24
年
東
部
配
水
池
の
改
善

や
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新

等
で
若
干
切
り
崩
し
た
。
簡
易

水
道
で
は
平
成
29
年
度
末
で

２
８
４
４
万
円
。

再
質
問　

工
事
に
は
ど
れ
ほ
ど

の
額
が
必
要
に
な
る
か
。
資
料

で
は
64
億
円
だ
が
こ
れ
は
管
路

だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
施
設

は
含
ま
れ
な
い
。
例
え
ば
、
南

部
川
河
川
敷
に
あ
る
浄
水
場
は

地
震
津
波
で
水
没
の
危
険
性
が

あ
り
、
こ
れ
を
移
転
す
る
な
ら

用
地
取
得
、
施
設
の
建
設
、
管

路
の
つ
け
か
え
等
相
当
な
額
に

な
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
合
算

で
ど
れ
ほ
ど
と
な
る
か
。

町
長　

現
在
耐
震
化
ず
み
な
の

は
管
路
で
は
約
10
％
ほ
ど
、
建

物
・
施
設
関
係
で
は
33
ヶ
所
中

３
ヶ
所
。
旧
町
内
に
多
い
老
朽

化
し
た
送
配
水
管
の
調
査
設

計
、
そ
の
他
の
建
物
等
で
の
耐

震
診
断
を
行
い
、
優
先
順
位
や

工
事
方
針
を
検
討
し
た
い
。　

　

総
工
事
費
が
仮
に
１
０
０
億

円
だ
と
し
て
、
毎
年
の
償
還
額

に
よ
っ
て
は
20
～
40
年
か
か
る

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
新
年
度
予
算

に
調
査
費
用
を
計
上
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
管
路
は
消
火
栓
と

も
関
係
す
る
。
消
防
設
備
の
充

実
の
た
め
に
も
太
い
も
の
に
替

え
た
い
。

料
金
の
値
上
げ
も

　
　
　
　

や
む
を
得
な
い

再
々
質
問　

国
庫
か
ら
の
補
助

金
は
３
分
の
１
と
聞
く
。
計
算

上
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

仮
に
90
億
円
だ
と
し
、
国
か
ら

30
億
円
の
補
助
、
町
で
は
60
億

円
が
必
要
。
基
金
が
３
億
円
な

ら
ば
57
億
円
が
自
前
と
な
る

が
、
お
そ
ら
く
起
債
に
頼
る
こ

と
に
な
り
、
大
変
な
額
を
背
負

う
こ
と
に
な
る
。改
め
て
聞
く
。

県
内
最
低
ラ
ン
ク
の
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
今
後
見
直
す
つ
も

り
か
ど
う
か
。

町
長　

国
か
ら
の
補
助
以
外
は

全
額
起
債
を
予
定
し
、
後
年
度

に
わ
た
っ
て
順
次
償
還
す
る
こ

と
に
な
る
。そ
の
財
源
と
し
て
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
は
や
む
を

得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
施
設
の
耐
震
化
等
、

一
時
的
に
経
費
が
多
額
と
な
る

事
業
で
は
一
般
会
計
の
基
金
か

ら
の
充
当
も
考
え
ら
れ
る
が
、

全
額
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
公
営
企

業
会
計
の
在
り
方
か
ら
も
料
金

の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
の

で
は
な
い
か
。
改
善
・
更
新
費

用
を
早
急
に
調
査
し
、
皆
様
方

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
議

会
で
ご
検
討
い
た
だ
こ
う
と
思

う
。

南部川河川敷にある浄水場

質
問　

水
道
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は

答
弁　

改
善
工
事
の
調
査
・
検
討
に
か
か
り
た
い

くらし

0 1,000 2,000 3,000 4,000

和歌山市

岩出市

高野町

海南市

有田川町

御坊市

由良町

日高町

みなべ町

田辺市

上富田町

白浜町

すさみ町

串本町

県内市町村の水道料金 家庭用 20 m3／月
簡易水道を除く

3,920 

1,664 

1,155 

← 県平均
2,769円

円
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池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　

昨
年
は
、
台
風
20
号
、

21
号
、
24
号
と
続
き
多
大
な
災

害
被
害
が
出
た
。
復
旧
に
も
多

く
の
方
の
協
力
と
時
間
が
か

か
っ
た
。
災
害
時
で
知
識
や
経

験
が
あ
る
方
の
存
在
は
心
強
い

し
早
期
復
旧
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
、
役
場
職

員
・
消
防
団
・
看
護
師
OB
の
協

力
を
要
請
し
て
シ
ス
テ
ム
化
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

消
防
団
OB
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
災
害
が
あ
っ
て
復

旧
の
あ
と
の
復
興
の
段
階
で
お

手
伝
い
い
た
だ
く
部
分
と
し

て
、
シ
ス
テ
ム
化
を
し
て
み
た

い
と
い
う
思
い
で
話
を
す
す
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
に

役
場
・
看
護
師
OB
の
方
も
含
め

る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
再
質
問　

11
月
4
日
の
防
災
訓

練
は
初
め
て
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
活
用
し
て
の
要
支

援
者
の
手
助
け
を
実
施
。
参
加

人
数
３
３
７
６
人
の
う
ち
要
支

援
者
の
方
が
37
名
で
登
載
者
人

数
の
５
％
ぐ
ら
い
と
い
う
結

果
。
地
域
に
よ
っ
て
毎
年
変
化

の
な
い
訓
練
も
あ
る
。

　

次
回
は
も
っ
と
町
ぐ
る
み
で

取
り
組
め
る
訓
練
を
考
え
て
い

け
な
い
も
の
か
。

町
長　

過
度
に
な
ら
ず
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
、
参
加
を

し
て
い
た
だ
く
避
難
活
動
を
、

町
ぐ
る
み
で
進
め
て
ま
い
り
た

い
。
た
だ
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
化
に
つ
い
て
は
、
順
次
相
談

し
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ま

方
と
も
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

防
災
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

み
な
べ
町
新
設
こ
ど
も

園
は
、
３
園
統
合
、
開
園
は
、

２
０
２
２
年
4
月
を
目
指
す
と

発
表
。

　

住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に

丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

日
々
の
運
営
を
お
願

い
す
る
の
は
、
社
会
福
祉
法
人

イ
エ
ス
団
「
愛
之
園
」
で
す
。

　

町
や
教
育
委
員
会
が
運
営
・

指
導
に
関
与
し
な
が
ら
の
保
育

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
・
保
護
者
・
先
生
の

不
安
感
に
対
し
て
、
交
流
や
細

か
な
説
明
を
持
つ
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
３
園
統
合
な
ど
に
よ

る
経
費
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
保
育

士
の
充
実
、
人
材
面
で
の
充
実

に
振
り
向
け
て
い
っ
て
保
育
の

質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
こ
ど
も
園
の
保
育
理

念
、
保
育
指
針
、
そ
の
他
の
詳

細
な
こ
と
は
各
保
育
所
の
先
生

方
と
協
議
し
て
決
め
て
い
き
た

い
。
疑
問
や
不
安
に
対
し
て
は

そ
の
時
々
に
応
じ
て
適
切
に
説

明
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◯
各
保
護
者
会
等
説
明
会
開
催

　

２
０
１
９
年
５
月　

○
建
築
工
事

　

２
０
２
０
年
７
月
～

　
　
　
　

２
０
２
１
年
９
月

○
入
所
者
現
地
説
明・開
所
準
備

　

２
０
２
１
年
10
月

○
開
園

　

２
０
２
２
年
４
月

質
問　

災
害
時
OB
要
請
シ
ス
テ
ム
化
を

答
弁　

順
次
相
談
し
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

防　災

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表（
予
定
）愛之園保育園

防災拠点整備予定地

質
問　

住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は

答
弁　

疑
問
や
不
安
に
説
明
を
し
て
い
く

生活
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平成 30年度の当初予算で整備に関
する予算をご承認頂き、現在、新た
な避難路としての整備計画のための
現地測量調査等を実施中でありま
す。

普段からの地域での隣近所への声か
けなどを、自主防災会と相談しなが
ら仕組みとして行えないかなどを検
討していきます。

結果、こうなりました

平成２８年第４回定例会 平成２８年第４回定例会

医王寺頂上付近に避難所としての一定
の整備を。

問 災害発生時の住民の安否確認手段の検
討について

問

避難路として道路整備の検討が望
ましい。

谷の部分を埋め立てれば広場が３ヶ所でき
ると想定している。

町長 町職員については、双方向のやり
とりができる参集メールを導入し

ている。
自主防災組織を中心とした安否確認を推進。

町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査

医王寺に向かう現状の避難路 避難訓練の様子
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町
立
南
部
幼
稚
園
・
南
部
保

育
所
・
私
立
愛
之
園
保
育
園
の

高
台
移
転
に
伴
う
，
新
設
「
こ

ど
も
園
」
整
備
に
つ
い
て
、
こ

の
ほ
ど
町
の
基
本
計
画
が
提
出

さ
れ
、
予
定
で
は
２
０
２
２
年

４
月
に
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
開
園
す
る
予
定
で

す
。

　

な
お
、
財
政
面
で
町
の
負
担

を
少
し
で
も
有
利
に
進
め
る
た

め
に
、
今
日
の
国
の
方
針
と
し

て
福
祉
の
分
野
に
は
「
民
間
活

用
の
推
進
」
の
考
え
が
あ
り
、

三
園
を
統
合
し
、
民
間
の
「
愛

之
園
保
育
園
」
に
建
設
及
び
運

営
を
託
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

よ
っ
て
今
回
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
は
、
愛
之
園
保
育
園

の
親
組
織
で
あ
り
ま
す
イ
エ
ス

団
︵
賀
川
記
念
館
・
神
戸
市
︶

を
訪
れ
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

賀
川
記
念
館
は
、
１
９
０
９
年

に
始
め
ら
れ
た
賀
川
豊
彦
氏
と

そ
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
働
き
と

志
を
引
き
継
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
福

祉
に
努
め
、
平
和
を
望
み
、
共

に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

周
辺
地
域
の
貧
困
者
救
済
対

策
の
取
り
組
み
を
始
め
、
暮
ら

し
を
支
え
る
地
域
福
祉
に
協
同

組
合
運
動
・
労
働
運
動
・
農
民

運
動
等
々
、
弱
い
立
場
の
人
々

や
、
痛
み
を
持
つ
人
々
の
た
め

に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。　
　

　

近
年
で
は
保
育
園
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
障
害
児

通
所
支
援
事
業
を
数
多
く
近
畿

圏
内
、
兵
庫
13
園
、
京
都
10
園
、

大
阪
10
園
、
和
歌
山
１
園
︵
み

な
べ
町
︶、
奈
良
１
園
、
徳
島

１
園
、
香
川
5
園
の
各
県
地
域

で
乳
幼
児
福
祉
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
、「
神
戸
市
の
公

立
保
育
所
１
ヶ
所
の
運
営
を
任

さ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
す

が
、
イ
エ
ス
団
の
宗
教
的
な
活

動
と
の
関
係
、
民
間
で
の
運
営

に
対
す
る
市
民
の
評
価
は
い
か

が
か
。」
と
の
質
問
に
対
し
て
、

二
宮
保
育
所
園
長
イ
エ
ス
団
の

馬
場
一
郎
さ
ん
は
、「
神
戸
市

か
ら
運
営
を
受
け
る
に
当
た
っ

て
、
基
本
的
に
宗
教
的
カ
ラ
ー

は
出
さ
ず
運
営
し
て
い
る
。
ま

た
、
昨
今
民
間
に
運
営
を
移
管

し
た
保
育
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
民
間
保
育
所
の
運
営

に
関
し
て
高
い
評
価
が
あ
る
。」

と
の
こ
と
。

　

ま
た
、「
本
部
と
愛
之
園
保

育
園
と
の
関
係
は
」
と
の
問
で

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
各
地
域
施

設
に
は
独
自
性
が
あ
っ
て
生
ま

れ
て
き
て
い
る
。
地
域
の
主
体

性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、理
念
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
持
つ
が
、運
営
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園

が
主
体
性
を
持
つ
べ
き
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

賀
川
記
念
館
の
施
設
内
に
あ

る
友
愛
幼
児
園
も
見
学
し
ま
し

た
。

　

定
数
は
１
２
０
名
で
あ
る
市

の
指
針
範
囲
で
は
プ
ラ
ス
２
割

増
は
可
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
現
在
１
３
９
名
の
入
所

で
し
た
。

常任委員会合同視察レポート

近
畿
地
区
を
中
心
に
地
域
福
祉
事
業
の
拠
点
と

し
て
保
育
園
、こ
ど
も
園
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
施
設
の
独
自
性
を
尊
重
！

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
運
営
に
関
し
て
高
い

評
価

「愛之園保育園」母体の法人

神戸市『イエス団』を視察！2/６
報告　総務文教常任委員会
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今
、
梅
農
家
を
中
心
に
高
齢

化
を
理
由
に
、
労
働
力
不
足
が

一
段
と
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
課
題
に
対
し
て
い
ち
早

く
労
働
力
不
足
対
策
を
進
め
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
産
地

が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
は
、
愛
媛
県
八

幡
浜
市
に
あ
る
宿
泊
・
合
宿
施

設
「
マ
ン
ダ
リ
ン
」
を
訪
れ
、

全
国
屈
指
の
み
か
ん
産
地
を
支

え
る
援
農
シ
ス
テ
ム
の
調
査
と

施
設
の
見
学
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。み

か
ん
農
業
者
の
₆₅
％
が

₆₅
歳
以
上
！

　

同
地
区
は
、
愛
媛
県
内
の
温

州
み
か
ん
生
産
量
の
シ
エ
ア
が

約
₃₉
％
、
販
売
額
約
₈₀
億
円
、

生
産
農
家
２
４
０
０
戸
を
誇
る

一
大
産
地
で
す
。
し
か
し
、
産

地
を
支
え
る
農
業
者
の
₆₅
％
が

₆₅
歳
以
上
を
占
め
、
₁₀
年
後
に

は
₈₀
％
を
越
え
る
事
が
想
定
さ

れ
、
み
な
べ
町
の
梅
農
家
よ
り

高
齢
化
は
深
刻
な
状
況
で
し
た
。

　

同
市
で
は
こ
の
ま
ま
で
は
耕

作
放
棄
地
・
放
任
園
・
廃
園
が

増
大
し
生
産
量
の
減
少
、
販
売

力
の
低
下
等
で
産
地
力
が
低
下

し
、
最
終
的
に
は
み
か
ん
産
業

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

平
成
₂₆
年
に
「
西
宇
和
み
か
ん

支
援
隊
」︵
雇
用
促
進
協
議
会
︶

を
設
立
し
、
農
繁
期
の
労
働
力

確
保
、
担
い
手
確
保
・
育
成
・

定
着
事
業
に
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
主
な
事
業
は
、
全
国
か

ら
労
働
者
を
確
保
す
る
「
み
か

ん
の
里
ア
ル
バ
イ
タ
ー
」、
北

海
道
︵
富
良
野
︶・
沖
縄
と
の

３
Ｊ
Ａ
相
互
で
情
報
を
交
換
し

労
働
力
を
確
保
す
る
「
産
地
間

の
連
携
」、
近
隣
市
町
村
の
各

種
団
体
よ
り
土
日
祝
日
の
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る

「
お
手
伝
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

近
隣
大
学
の
連
携
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
農
業
体
験
事
業
等

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
う
し
た
労
働
者
を

確
保
す
る
に
は
、
宿
泊
場
所

や
交
通
手
段
の
確
保
が
急
務

と
な
り
、
同
市
で
は
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
活
用
し
、

１
億
５
千
万
円
を
か
け
て
宿

泊
・
合
宿
施
設
「
マ
ン
ダ
リ
ン
」

︵
₈₈
人
の
宿
泊
が
可
能
︶
と
し

て
平
成
₂₇
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
運
営
主
体
は
Ｊ
Ａ
西

宇
和
で
、
利
用
者
は
み
か
ん
ア

ル
バ
イ
タ
ー
、
外
国
人
農
業
研

修
者
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
交
通
手
段
確
保
に
松
山
市
よ

り
Ｊ
Ａ
主
体
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
タ
ー
３
５
０
人
の

リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約
₄₀
％
！

　

直
近
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
確
保

の
実
績
は
、
₁₁
月
、
₁₂
月
を
中

心
に
約
３
５
０
人
で
、
毎
年
の

リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
約
₄₀
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
組
織

活
動
の
主
体
は
農
家
だ
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー

ト
役
に
徹
し
て
、
産
地
間
の
時

給
等
の
均
一
化
、
さ
ら
に
ア
ル

バ
イ
タ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
を
上
げ
ま
し
た
。

　

み
な
べ
町
で
も
同
様
に
、
労

働
力
不
足
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
各
生
産
者

組
織
・Ｊ
Ａ
・
行
政
等
が
集
ま
っ

て
、
新
た
な
組
織
結
成
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
と
し
て
今
回
の

調
査
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら

注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

常任委員会合同視察レポート

平
成
26
年﹁
西
宇
和
み
か
ん
支
援
隊
﹂（
雇
用
促
進
協
議
会
）を
設
立

廃
校
を
活
用
し
宿
泊
施
設﹁
マ
ン
ダ
リ
ン
﹂を

ス
タ
ー
ト
！

愛媛県八幡浜市みかんの里

宿泊・合宿施設『マンダリン』2/7
報告　産業建設常任委員会

宿泊施設
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世
界
農
業
遺
産
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

平
成
30
年
12
月
12
日
、
う
め

課
長
、
職
員
同
席
の
も
と
、
世

界
農
業
遺
産
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
、
職
員
か
ら
平
成
27
年

の
認
定
に
始
ま
り
、
専
門
部
会

の
立
上
げ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
選

定
、
活
用
プ
ラ
ン
作
成
、
梅
マ

イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
、
梅
輸
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
際
貢
献
事

業
、東
ア
ジ
ア
農
業
遺
産
学
会
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
戸
配
布
等
、

進
捗
状
況
の
概
要
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

主
な
質
疑
応
答
は

　

住
民
提
案
型
事
業
の
費
用

は
。
事
業
内
容
は
公
表
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　　

29
年
度
は
３
件
で
50
万
円
、

30
年
度
は
６
件
で
１
２
０
万

円
で
す
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ツ
バ
チ
の
生
物
多
様
性

調
査
の
内
容
は
。

　　

日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
の

解
明
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
生

物
多
様
性
、梅
へ
の
貢
献
度
、

ミ
ツ
バ
チ
の
遺
伝
的
多
様
性

な
ど
を
解
明
す
る
た
め
、
ハ

チ
ミ
ツ
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
析

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
に
農
業
遺
産
の
取
組

が
浸
透
し
て
い
な
い
の
で

は
。

　
　

活
用
プ
ラ
ン
や
カ
レ
ン

ダ
ー
を
各
戸
に
配
布
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
や
住

民
提
案
型
事
業
を
公
募
し
た

り
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

漁
協
と
の
意
見
交
換

平
成
31
年
１
月
28
日
、
漁
業

関
係
者
約
40
名
の
方
々
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
密
漁
防
止
に
対
す
る
委

員
会
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。「
キ
ャ

ン
プ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止
条
例

を
求
め
る
請
願
」
が
本
議
会
で

採
択
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

町
が
制
定
を
困
難
と
し
た
経
緯

を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

町
の
取
組
︵
監
視
カ
メ
ラ
５
台

を
設
置
、
看
板
を
新
設
、
チ
ラ

シ
の
配
布
等
︶
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
対
応
だ
け
で
は

不
十
分
で
は
な
い
か
と
委
員
会

で
は
密
漁
防
止
に
つ
な
が
る
条

例
を
制
定
す
る
方
向
で
検
討
中

と
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

た
だ
法
律
の
範
囲
内
で
抑
止

力
が
あ
る
条
例
を
作
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
、
漁
場
監
視

員
に
関
し
て
は
基
本
的
な
事
項

を
規
定
す
る
だ
け
に
止
め
、
関

係
者
自
ら
が
ル
ー
ル
を
決
め
、

運
用
し
て
貰
う
必
要
が
あ
る
こ

と
、
本
議
会
へ
上
程
は
執
行
者

で
あ
る
町
の
同
意
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
し
、理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
密
漁
は
切

実
な
問
題
、
ゴ
ミ
や
汚
物
の
放

置
も
酷
い
、
監
視
・
注
意
は
危

険
、
コ
ト
が
起
こ
ら
な
い
対
処

を
、
密
漁
に
厳
格
な
地
域
と
の

イ
メ
ー
ジ
定
着
が
重
要
等
関
連

し
た
意
見
を
多
数
頂
き
ま
し

た
。そ

の
他
、
台
風
時
の
ゴ
ミ
撤

去
等
、
災
害
時
の
作
業
に
対
す

る
直
接
補
助
制
度
、
堤
防
の
か

さ
上
げ
、
水
門
の
改
善
、
巻
き

網
船
の
漁
境
界
問
題
等
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
担

当
課
と
協
議
し
つ
つ
解
決
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
漁
で
は
漁
獲

量
が
減
少
し
先
細
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
蓄
養
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ヒ
ラ
メ
等
の
放
流
や
ク

エ
に
似
た
ク
エ
タ
マ
︵
ク
エ
と

タ
マ
カ
リ
と
か
け
合
わ
せ
た

魚
︶
の
陸
上
で
の
養
殖
、
ヒ
ジ

キ
の
養
殖
等
、
漁
協
と
し
て
の

取
組
み
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

産業建設常任委員会

平成30 年12 月12 日に世界農業遺産の進捗状況調査を行いました。
平成31 年1 月28 日に漁業関係者との意見交換を行いました。
平成30 年12 月12 日に世界農業遺産の進捗状況調査を行いました。

委員会

レポート

A

A

A Q

Q

Q
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学童軟式野球全国大会で優勝!みな
べ少年

野球クラブ

全国優勝を町長に報告する「みなべ少年野球クラブ」のメンバー

全国優勝を決めた歓喜の瞬間！

ア

カ
ル
ト

ラ

2018 年 12 月 8・9 日、全国から各代表 12 チームが集まり、
横浜スタジアムで学童軟式野球全国大会が行われました。地
元和歌山県代表として、南部少年野球クラブが激戦を勝ち抜
き、出場しました。

一回戦では、愛知県代表チーム（優勝候補筆頭）と対戦し、
なんとこの試合は７回裏まで、4 対 2 とリードされていたが、

「あきらめない心」をチームの合言葉に見事、サヨナラホー
ムランで逆転勝ち。勢いにのり、２回戦から、北海道、東京、
宮城等の代表を破り、見事初優勝を飾りました。

指導者である阪口好文監督からは、「日頃から“感謝の気
持ち”、“あきらめない心”という言葉を基本に指導してきた
が、今回の優勝で、言葉以上の財産（自信、代表としての誇
り）を得たのは子供達だけでなく、同伴の父兄も同じだった
のかもしれない」とのコメントを頂きました。

今回の大会出場に際して、同クラブチームは地元の梅干し
商品を持参して、産地のＰＲにも一役買って頂きました。作　プラたん

四 コ マ 漫 画

山びこ編
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 ちょっと

気になる・
・・

南部高校『実習棟』の
工事急ピッチ！

　今、南部高校では新施設の建設が急ピッチで進んでいます。そこで、同高を訪れ校長
より今回の実習棟建設にかける思いを聞いて来ました。
　「実習棟の完成は、これからの南部高校にとって、非常に重要な局面を迎える事になる。
生徒達の進路を指導するにあたり、スペシャリストを多く育成し、又それぞれの知識を
学び、地域農産業への従事者を多く育てる。特に、地元産の梅を用いた、梅ジャム作り、
梅料理の研究の設備が整い、完成されれば一般の方も利用できる、オープンな施設にし
たい」と答えました。２年前から、園芸・加工流通・食文化探究の３つのコースを創設
し、それぞれのコースの特徴を生かしながら、これからの社会に対応できる人材を育成
し、最終的に地元産業の活性化につながる教育環境に力を入れています。
　完成は、今年の７月を予定しており、総事業費は 4 億 1,750 万円（税別）です。

南部高校の教育方針に沿って
「食と農業」に関する専門知識や、技術を学ぶ！

編 集 後 記

みなべ町議会だより No.54
平成３１年３月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒 645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝 742
TEL　0739-72-1334
Fax　0739-72-1335

の

れあ こ
れ

2019
年
・
新
し
い
年
と
と
も
に
、
議

会
も
議
会
だ
よ
り
も
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

広
報
特
別
委
員
会
の
新
メ
ン
バ
ー

の
意
気
ご
み
は
「
さ
ら
に
親
し
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
作
ろ
う
！
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま

す
。議

会
は
、
町
民
の
く
ら
し
や
生
活

か
ら
出
る
声
を
、
し
っ
か
り
聞
い
て

町
政
へ
の
反
映
や
政
策
提
言
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

池
田
三
千
留

お問い合わせは　議会事務局（☎72-1334）へ

3月に町議会定例会を開催します。
3月議会
3月6日（水）開会（予定）

予告


